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新潟市新潟駅周辺整備事務所

新潟駅周辺整備について

第５１回連続立体交差事業研究会 事業報告
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新潟市の概況

人口：約８０万人 面積：約７３０㎢ 本州日本海側唯一の政令市

日本海、信濃川・阿賀野川の両大河、ラムサール条約登録湿地「佐潟」
など、多くの水辺空間と自然

国内最大の水田面積を持つ大農業都市

信濃川河口からの航空写真
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新潟空港
新潟西港

新潟東港

日本海

新潟駅

国際空港「新潟空港」と国際拠点港湾「新潟港」

上越新幹線

高速道路「北陸自動車道」「磐越自動車道」「日本海東北自動車道」

ＪＲ在来線 ５路線・27駅

新潟市の交通
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万代地区

バスセンターを中心に
商業施設が発展

新潟駅周辺地区

新潟の陸の玄関口
交 通 結 節 点

古町地区

古くからの繁華街

都心と都心軸

新潟市の都心（中心部）

●
県庁

朱鷺メッセ
●

日本海

鳥屋野潟

←柏崎

IC

新潟駅周辺地区

万代地区

古町地区

鳥屋野潟南部地区

ＢＲＴ 第１期導入区間
（平成27年9月開業）

白山駅

新潟駅

ビックスワン
●

●
エコスタジアム

新潟市民病院
●
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新潟駅

１日列車発着本数
上越新幹線 55本
在来線３線 346本

１日乗降客数
約７万５千人

駅前広場

１日バス発着本数
約 3,600本

１日利用者数
約３万人

※バス・タクシー自家用車

新潟市内・周辺市町を含めた圏域・日本海側の中心駅

１日 約１０万人が利用する交通結節点

新潟駅の概況

新潟駅（万代広場側）

新潟駅（南口広場側）
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・昭和６２年度 (1987) 国鉄の分割民営化により，現在の南口広場にあった新潟
車両基地の移転が決定し，新潟駅周辺整備実現の可能性が浮上。これにより
新潟市による連続立体交差化を含めた調査開始（S62～H1）
・平成４年度（1992）新潟県・新潟市が共同で調査開始

事業に至る経緯

昭和５７年（1982）頃
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これまでの歩み

7



新潟駅周辺整備事業の概要
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鉄道高架化

・踏切除却による
安全性や利便性の確保

・鉄道両側のまちの一体化
・同一ホーム乗り換えによる

国土軸の強化

立体交差道路等整備

・自動車の安全かつ円滑な
交通の確保

・自転車や歩行者の
安全や利便性の確保

・まちの景観や都市防災の向上

駅前広場整備

・広場内の交通機能強化
・新潟の顔としての空間整備
・駅の両側を結ぶ

公共交通軸の形成



事業目的

将 来 像

・北東アジア交流の陸の玄関口

・水の都にいがたの都心軸の“要”

・人と環境に優しい都市交通体系の主要ターミナル

・「新潟」の拠点性の向上
・日本海側の国土軸の強化

・新潟駅を挟んだ都心軸の形成
・鉄道と基幹公共交通軸の結節機能強化

新潟駅周辺整備の目的・将来像
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Ｕ１
Ｕ２

沼垂方 東新潟港方

柏崎方

信濃川
下引上

新
発
田
方

直江津方

新潟貨物（タ）方

白
新
下

白
新
上

裏１～６

高架化区間 約2.5km

桜木インター曽和線
新潟鳥屋野線
（新設）

新潟駅西線
（新設）

新潟駅東線
（新設）

明石紫竹山線

万代島ルート線
（国道７号 栗ノ木バイパス）

天神尾RC
（廃止）

米山RC
（廃止）

新潟駅

白山駅

上沼垂
信号場

白山駅ホーム増設

越後線行違い設備
新設

上沼垂信号場
電留線新設

新設・改良
撤去

高架電留新設
4線 信

越
上

信
越
下

新潟駅の規模

ホーム ７番線
電車留置線 ８本

この施設全てを高架化することは
多くの事業費と長い期間が…

新潟駅の役割の一部を他の施設へ分担（駅のスリム化）

ホーム使用時間 → 行違い設備と隣接駅ホーム増設
電車の留置 → 隣接信号場へ一部移転

計画の規模

ホーム ５番線
電車留置線 ４本

連続立体交差事業の平面計画

桜木インター曽和線
（西跨線橋）

明石紫竹山線
（東跨線橋）

万代島ルート線
（国道７号 栗ノ木バイパス）

天神尾RC
（廃止）

米山RC
（廃止）

新潟駅
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東跨線橋の状況

新潟駅（3面5線）

約16m

約9m
柏崎方

現況地盤高

西
側
連
絡
通
路

西こ線橋

電留線（４線）

東こ線橋（現在）

（地平化）

東
側
連
絡
通
路

一般的な高さ

計画高さ

計画高さ

新幹線とほぼ同じ高さ

一般的な高さ

鉄道高架橋を交差する
平面道路の通行を確保

跨線橋や駅を横断する
通路が長期間通行止め
に…

工事期間中でも
跨線橋や駅を横断する
通路が通れるように

連続立体交差事業の高さ計画
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新幹線・在来線同一ホーム乗り換え

羽越本線の
高速化が課題
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整
備
後

新幹線・在来線同一ホーム乗り換え

乗り換えの上下移動が不要

こ
れ
ま
で
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乗り換えの

わかりやすさ・安心感
スムーズな乗り換え

※乗り換えイメージを表したものであり、実際の状況とは一部異なります。

乗
り
換
え
改
札

在来線
ホーム
５番線

乗り換え
ホ ー ム

新幹線・在来線同一ホーム乗り換え（イメージ図）
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鉄道高架化事業

2018年4月15日
高架駅第一期開業

鉄道高架化・同一ホームの事業費

新幹線・在来線
同一ホーム乗り換え事業

2018年4月15日
同一ホーム供用開始

事業主体：新潟市（2007年度から）
事業期間：2006年度～
総事業費：８８５億円

・同一ホーム設置に際し、ホーム配置を変更

事業期間：2007年度～2018年度

総事業費：１５億円
（新潟県・ＪＲ東日本・新潟市が３分の１づつを負担）

主な工事内容
・新幹線高架駅の壁を撤去
・新幹線側の乗り換えホーム新設
・新幹線側ホームドア等の設備設置

手戻りがなく効率的・高い費用対効果・コスト縮減

同時に施工
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2018年4月15日 高架駅第一期開業（４線分）

鉄道高架化事業の今後の予定

2021年度頃の全線高架化を目標に、今後も事業を実施

16



ＪＲ信越本線
ＪＲ白新線

(

都
）
万
代
島
ル
ー
ト
線

（
栗
ノ
木
バ
イ
パ
ス
）

(都)駅南線

(都)出来島上木戸線

米山踏切天神尾踏切
ＪＲ越後線

その他の道路

・出来島上木戸線 L=1,855m W=22m

・駅 南 線 L=   144m W=16m

・弁 天 線 L=   330m W=60m

立体交差道路

・新潟鳥屋野線 L=819m W=30m

・新潟駅西線 L=831ｍ W=22m

・新潟駅東線 L=750m W=22m

・明石紫竹山線 L=766ｍ W=18～20ｍ

(

都)

弁
天
線

(

都)

新
潟
鳥
屋
野
線

(

都)
新
潟
駅
西
線

新潟駅

(

都)

新
潟
駅
東
線

(

都)

明
石
紫
竹
山
線

＜凡例＞

：整備済み

：事 業 中

：計 画

立体交差道路等の整備
花開く活力、

広がる笑顔、

政令市新潟
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新潟鳥屋野線の整備
花開く活力、

広がる笑顔、

政令市新潟

〔事業概要〕

事業区間 中央区八千代１丁目～中央区米山

延 長 ８１９ｍ

幅 員 ３０ｍ（４車線・歩道・自転車道・植樹帯）

事業期間 ２００６年度 ～ ２０１９年度（予定）

2019年度内の供用開始に向けて整備中

【主な取り組み】

◎電線類の地中化
・良好な景観形成
・都市防災の向上

◎自転車道の整備
・自転車や歩行者の
安全性、利便性の確保

整備イメージ

2019年５月９日 ２車線で一部開通
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☆ 駅舎と一体となったデザイン検討
☆ 市民参加の計画づくり

コンセプト
「人・交通・自然が
気持ちよく循環する都市の庭」

人と公共交通が中心の広場

時代とともに計画を成長させる
（いきなりフルスペックで整備しない。

新潟らしさを市民とのコラボレーションで育てていく）

広場整備の基本的な考え

※万代広場・高架下交通広場は今後の検討・協議により変更の可能性があります

駅前広場の整備
花開く活力、

広がる笑顔、

政令市新潟
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※駅施設を移転し、万代広場を拡張整備
（2023年度頃供用）

※高架下空間を利用し、駅直下にバスターミナルを整備
（2022年度頃供用）

駅前広場の整備
花開く活力、

広がる笑顔、

政令市新潟
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※整備イメージ
（今後の検討・協議により変更の可能性があります)

万代広場 整備イメージ
花開く活力、

広がる笑顔、

政令市新潟
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鉄道高架下に２つの駅前広場を結ぶ
交通広場（バス乗降場）を整備

鉄道とバスの乗り換え距離短縮

高架下交通広場の整備
花開く活力、

広がる笑顔、

政令市新潟

公 共 交 通 軸 の 明 確 化

快適な バ ス 待 ち 環境の創出

在来線

１ ２ ３ ４ ５ 11 12 13 14

新幹線

南
口
広
場

万
代
広
場

高架下バス乗降場
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高架下
交通広場



高架下交通広場の完成イメージ

高架橋２階
鉄道改札口

※整備イメージの内容は、今後の検討・協議により変更の可能性があります

バス乗降場全体イメージ

・高架橋２階の鉄道改札口と
バス乗降場の２階部分は１本の動線

バス乗降空間イメージ

・高架下のバス乗降場は
天候に左右されないバス待ち環境
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※整備イメージ
（今後の検討・協議により変更の可能性があります

万代広場から高架下交通広場を望むイメージ

高架下交通広場の完成イメージ
花開く活力、

広がる笑顔、

政令市新潟
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新潟駅周辺整備の今後

2018年4月15日

踏切除却により、踏切事故の防止と交通混雑の緩和が図られ、
新幹線と在来線の「のりかえホーム」の供用により、乗り換えの利便性が向上しました。

2021年度頃 全線高架化を目標に連続立体交差事業の推進

新幹線と在来線の同一乗り換えホーム使用開始

☆新潟のまちづくりにとって大きな節目☆

高 架 駅 第 一 期 開 業 ・ 越 後 線 高 架 化 完 了

踏切除却による安全性と利便性の向上 秋 田 ・ 山 形 方 面 と の 連携 に よ る
日 本 海 国 土 軸 の 強 化
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高架下交通広場のイメージ 万代広場のイメージ

交通結節機能の強化と基幹公共交通軸の形成 新潟駅の拠点化とにぎわいの創出

鉄道とバスの乗り換え利便性が高まるとともに、
駅南北を結ぶ基幹公共交通軸を形成します。

駅周辺の新たなにぎわいを創出すると
ともに、新潟駅の拠点化を進めること
で民間投資を誘発します。

鉄道を横断する道路として、2019年度に新潟鳥屋野線を供用
し、順次、その他の幹線道路を整備することで南北市街地の一
体化を進めます。新潟鳥屋野線のイメージ

新潟鳥屋野線 供用開始

高架下交通広場 供用開始 万代広場 供用開始

※各施設の供用開始年度は目標です

2019年度

2022年度頃 2023年度頃

南北市街地の一体化

新潟駅周辺整備の今後
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整備効果（踏切除却、幹線道路整備）

踏切除却により、踏切事故が無くなるとともに交通混
雑の緩和が図られた。また、新幹線と在来線の「のり
かえホーム」の供用により、乗り換えの利便性が向上
した。

踏切除却による安全性と利便性の確保

東北日本海側との連携による日本海国土軸の強化

新幹線と在来線の
「のりかえホーム」のイメージ

除却する前の
米山踏切の様子

新潟駅は2018年4月
に高架駅第一期開業
を迎え、今後は2021
年度頃の全面開業を
目指して、高架化事業
を推進

2018年4月 新潟駅高架駅第一期開業

高架駅の様子

2019年㋄に交差道路である新潟鳥屋野線が2車線
で開通し、年度内の4車線化を目標に事業を進め
ている。

新潟鳥屋野線のイメージ

南北市街地の一体化

2019年5月 新潟鳥屋野線一部（2車線）開通

その他の効果
○踏切事故の解消
○温室効果ガス削減効果 など

○１日あたり最大3時間あった踏切遮断時間 ０に！

○新潟鳥屋野線が開通したことにより旧踏切交通量 半減！

踏切除却と新潟鳥屋野線整備による効果

○新潟鳥屋野線整備により 市街地一体化 が進む！
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新潟駅周辺整備のストック効果（開発動向）
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30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

110%

H10 H12 H14 H16 H18 H20 H22 H24 H26 H28 H30 将来

新潟駅南側

新潟市平均

・・・

地価（公示価格）の動向 【H10基準】

H18
連立事業着手

今後は地価上昇にも期待

H30
高架駅第一期開業

Ｈ２０
リーマンショック

H21
南口広場完成

駅南側の地価下落は
早々に下げ止まり

新潟駅周辺整備のストック効果（地価動向）
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新潟の自然

越後平野の稲穂

チューリップ畑

日本海へ沈む夕日

冬の佐潟（ラムサール登録湿地）
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新潟の文化

旧斎藤家夏の別邸 旧新潟税関

古町芸妓
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新潟の食

米

寿司

酒

笹団子（菓子）

たれかつ丼

半身揚

Ｂ級グルメ
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ありがとうございました
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